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モーションキャプチャを用いた動作認識とその応用に関する研究 








































































図 1.姿勢 図 2.運動 図 3.遷移 

























Step2. SVM による区別の難しい動作の判別 
 Step1 で判別ができなかった場合，学習データをもとに
作成した SVM による動作判別を行う．Step2 では 14 種類
(k=12…25)の動作を判別対象とする．ここでは,「全身の速
さ，X 方向の速度，Y 方向の速度，Z 方向の速度，膝の角
度，腰の高さ，頭の高さ」の 7 つのパラメータを使用し，
2 つの SVM を作成した．ここで，言語は Matlab を用い，
ガウスカーネルを使用した． 
(𝑚otion)𝑘 =  function𝑆𝑉𝑀−𝐴(p) (k=12…18) (1) 












|加速度| |𝑎|[𝑡]= √(?̈?𝑟[𝑡])2 + (?̈?𝑟[𝑡])2 + (?̈?𝑟[𝑡])2 (3) 







𝐷 = 𝛼 + 𝛽 × ① + 𝛾 × ②  (5) 
𝛼 = 1.27 
𝛽 = 4.18 ×  10−10 


























姿勢 8種 88% 75% 88% 
運動 3種 87% 67% 97% 
遷移 14種 - 54% SVM-A:87% 
SVM-B:49% 
合計 39% 62% 78% 
 
5.2 柔らかい動作と硬い動作の判別手法 
 20~24 歳の被験者 12 名(149~183cm)を対象に，モーショ
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